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＜連絡事項＞

· 5/6～5/7ローテーション研修（木村巴さん）。

· 昇格試験について～看護の問題は今回までは今まで通りで実施。次回より変更予定。

＜利用者様情報＞

· 五日市　公様～プログラム中に閉眼している事が目立つ為、昨日夜間の睡眠状況を確認しているが、
　　　　　　　他メンバーより「（日中）いつも寝ている」と指摘を受けた件で、他者との関係
　　　　　　　悪化傾向が見られている。又、前述以外の本人が気になった事も含めて、話が混同
　　　　　　　している様子見られている。
　　　　　　　⇒・本人からの希望もあり、午後より面談実施予定。
　　　　　　　　・面談を通して、昨日からの様子を整理出来るように介入していく。

· 駒目　翔様　～①明日の外来受診について当院と八戸赤十字病院呼吸器内科の受診時間が重複
　　　　　　　　していると相談あり。
　　　　　　　　⇒・同時間の受診は不可能である為、どちらかの受診時間を調整する必要がある
　　　　　　　　　　事とデイケアにあまり在所する事ができない為、食事摂取するのであれば
　　　　　　　　　　食事のみの実費負担としたいことを説明。
　　　　　　　　　・帰宅時にお父様へスタッフからも説明するが、本人からも話し合ってみる
　　　　　　　　　　ように説明。
　　　　　　　②夜になると鬱気味になり、リストカットしたくなる事があると話す。自傷の際は、
　　　　　　　　冷却スプレーで感覚がなくなるまで冷やしてからカッターで切ると報告。
　　　　　　　　内服薬変更後は、自傷行為を抑えることは出来ているが、食事が美味しく感じ、
　　　　　　　　摂取量が増えたとのこと。
　　　　　　　　（以前は甘い物のみが美味しく感じられ、他の苦味等の感覚は無かったと話す）
　　　　　　　　⇒・ご家族に情報提供し、本人には、感覚がなくなるまで冷やしてからのリスト
　　　　　　　　　　カットは痛みが無く深く切ってしまう等の危険が増す事を説明。
　　　　　　　　　・自傷行為を抑えることが出来ている事を評価している。
　　　　　　　　　・食事摂取量を自己調整するよう再度説明している。

· 川口　尚良様～何年間か空腹感がないと訴えあり。満腹感はあり、食事を摂取しようとすると摂取
　　　　　　　する事は可能との事。摂取量も常食程度であれば、問題なく摂取する事が出来て
　　　　　　　いる。腸の動き等も空腹感へ影響する事を説明しているが、「朝8回位の排便が
　　　　　　　ある。下痢じゃないし、軟便だから問題ないと思う」と話されている。間食を行っ
　　　　　　　ており、「甘い物を食べたくなる時がある」と話されている。
　　　　　　　⇒・間食との関係もあることを説明。
　　　　　　　　・気になるようであれば外来受診時に担当医へと相談してみるように説明して
　　　　　　　　　いる。










